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第１章 基本構想  

１．基本構想の考え方 

基本構想は、阿賀野市のまちづくりの方向性を示すなどまちづくりの理念であるため、まちの将

来像や期限を設定した目標等は設定しません。 
ただし、『市勢』を示すいくつかのまちづくり指標を設定し、その数値動向を定期的に確認する

ことで基本構想並びに阿賀野市の経営について状況が把握できるようにします。 
なお、基本構想の期間は、平成２８年度から平成３６年度までの９年とし、まちづくりの具体の

中期的な政策・施策・基本となる事業については、「基本計画」において設定します。 
 

２．基本構想  

 
  

 
 
 
 
 
 

 

① 五頭連峰、五頭温泉郷、瓢湖などの自然環境、阿賀

野川の恵みによって営まれる農業、窯業などの地場産

業、こうした地域資源を活かしたまちづくりを進めます。 
 

② 新潟市と地理的に近い（隣接している）ことから、

県都近接の地勢を活かしたまちづくりを進めます。 
 

③ 安田、京ヶ瀬、水原、笹神の４地区の均衡ある発展を

めざしたまちづくりを進めます。 
 

阿賀野市のまちづくりの方向性 
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３．基本構想の状況を示すまちづくり１０指標  

基本構想の状況、まち全体の『市勢』を示すまちづくり指標を設定し、基本計画終了時に確認を

行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
指標の出典等 

①住民基本台帳人口（平成 27年 1月 1日現在） 

②住民基本台帳人口（平成 27年 1月 1日現在） 

③住民基本台帳人口（平成 26年 1月 1日現在） 

④国勢調査（平成 22年） 

⑤新潟県 市町村民経済計算（平成 24年） 

⑥市町村税課税状況等の調 総務省自治税務局市町村税課 （平成 24年） 

⑦経済センサス－活動調査 事業所数（民営のみ）（平成 24年） 

⑧経済センサス－活動調査 事業所数（民営のみ）（平成 24年） 

⑨平成 26年度 阿賀野市市民意識調査 問 1 

⑩平成 26年度 阿賀野市市民意識調査 問 3 

 

方向性 

人口減少を 

抑制する 

県都近接の 

地勢を活かす 

地域資源を 

活かす 

市域の均衡 

ある発展を 

めざす 

① 阿賀野市の人口 （４４,７５６人）   

② 年少人口（１５歳未満）割合 （１１.７％）    

③ 社会人口増減数／年 （▲２９０人）  

⑨ 阿賀野市の定住意識がある市民割合 （６９.３％）  

⑩ 阿賀野市が住み良いと思う市民割合 （６７.９％）  

④ 昼夜間人口比率 （８８.９％）  

⑤ 人口千人当たり市内総生産額 （２９億２千６百万円）  

⑥ 1 世帯当たり課税対象所得額 （９６６,４００円）  

⑦ 人口千人当たり市内事業所数 （４３.９事業所）  

⑧ 人口千人当たり市内従業者数 （３６１.２人）    

地域を 

活性化する 
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４．阿賀野市まち･ひと･しごと創生総合戦略の人口ビジョンを踏まえた展開 

平成２７（2015）年に策定した阿賀野市まち・ひと・しごと創生総合戦略では、阿賀野市の人

口の将来展望を下記のように設定しています。 

本計画においても、人口の将来展望を踏まえた展開を図っていきます。 

2040 年  36,049 人 （国（社人研）推計値より ＋2,882 人） 

2060 年  30,021 人 （国（社人研）推計値より ＋5,792 人） 

＜人口の将来展望の仮定値＞ 

◆合計特殊出生率（国の長期ビジョンに準拠） 
平成４２（2030）年 １.８０程度に改善    

平成５２（2040）年 ２.０７程度に改善 

◆移動率（転出入） 
１０歳～２４歳等の若年層の転出を、現在より３５％程度抑制の実現 

 ■阿賀野市の人口推移と将来展望 

 

 ■阿賀野市の年齢 3 区分人口推移と将来展望 

 
※2010年は、年齢別人口の規模に応じて年齢不詳人口を比例按分しているため、「国勢調査」の 
 値とは異なっています。 

 
 

区分 2010年 2020年 2030年 2040年 2050年 2060年
総人口 45,557 42,213 39,056 36,049 32,793 30,021
年少人口 5,831 4,775 4,751 4,961 4,720 4,285
（0～14歳） 12.8% 11.3% 12.2% 13.8% 14.4% 14.3%
生産年齢人口 27,762 23,559 20,582 18,363 16,539 15,410
（15～64歳） 60.9% 55.8% 52.7% 50.9% 50.4% 51.3%
老年人口 11,964 13,878 13,722 12,725 11,535 10,326
（65歳以上） 26.3% 32.9% 35.1% 35.3% 35.2% 34.4%

合計特殊出生率改善、 

若者の転出抑制で人口増加 
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